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1．組織の概要 

 

（1）事業所名、代表者氏名 

西鉄建設株式会社 代表取締役 宮崎 裕二 

 

（２）所在地 

本社  〒810-0074  

福岡市中央区大手門二丁目 1 番 10 号 

 

（３）環境管理責任者、担当者氏名、連絡先 

総務部長 荒瀬 聡 

中道 淳子 

TEL 092-712-6711  FAX  092-712-5057 

Ｅ-mail  kankyou@kensetsu-nnr.co.jp 

（４）事業活動の内容 

建設業 

主要商品：マンション、戸建住宅、一般建築（事務所、店舗等） 

URL  https://nishitetsu-kensetsu.jp 

 

建設業       福岡県知事 許可 （特－4） 第 22208 号 

一級建築士事務所  福岡県知事 登録 第 1－11367 号 

屋外広告業     福岡県知事 登録 第 1137 号 

福岡市   登録 第 2060088 号 

北九州市    登録 第 2060023 号  他 

（５）事業の規模 

（事業年度：４月～翌年３月） 

 

 

 

 

区分 単位 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

売上高 百万円 6,143 5,854 7,538 

従業員数 人 69 69 6８ 

床面積 ㎡ 660 660 660 



 

 - 2 - 

２．認証・登録範囲 

 

（１）対象事業所 

本社 

 

（２）対象活動 

建築物の設計・施工及び広告物の設計・施工 

 

（3）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EA21 委員会 

代表者 

環境管理責任者 

EA21 事務局 

総務部 広告事業部 営業部 ハウジング部 建設部 

現場 現場 

(本社)  6８名 

現場 

建設部ﾘﾆｭｰｱﾙ 

部  
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３．環境経営方針 

＜環境経営理念＞ 

西鉄建設は、『まちに、夢を描こう。』『プロフェッショナルであるというプライドを

持ち続け、成長・変革に挑戦し、お客様とともに価値ある建設会社を目指します。』を

掲げ、事業活動に当たっては、地域及び地球環境に与える影響に配慮し、環境経営の

継続的改善に努め、持続可能な社会づくりに貢献してまいります。 

 

＜環境行動指針＞ 

１．事業活動に関わる環境関連の法規、条例等を遵守します。 

 

２．環境負荷の低減や環境改善を図るため、次の事項に重点的に取り組みます。 

① 地球温暖化防止のため、省エネルギー（電力及びガソリン使用量の削減）の

推進により二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

② 廃棄物の削減及び適正処理の推進に努めます。 

③ 節水の推進に取り組みます。 

④ 環境に配慮した施工に努めます。 

⑤ 資機材のグリーン調達を推進します。 

⑥ 地域での環境活動に積極的に参加します。 

 

３．この環境経営方針は、全従業員に周知します。 

 

 

制定日：2010 年 10 月 1 日 

改定日：2021 年 10 月 1 日 

 

西鉄建設株式会社 

代表取締役 宮崎 裕二 

  



 

 - 4 - 

4．環境経営目標 

 

・当社の事業活動特性を踏まえて、2022 年度環境経営目標は本社、建設現場、全社

にサイト区分して、以下に示す 5 項目 10 目標を定めました。 

・削減項目は、基準年（2016 年度）実績値から毎年 1%ずつ削減し、本年度は、基

準年から 6％削減を目指しました。 

 

環境経営目標 単位 
サイト 

区分 

基準年 中期目標 

2016 年度

実績値 

2020 年度 

（4％削減） 

2021 年度 

（5％削減） 

2022 年度 

（6％削減） 

1 

二酸化炭素排出量の削減 
㎏-CO2/

億円 

全社 2,192 2,106 2,085 2,064 

本社 1,593 1,531 1,516 1,501 

建設現場 599 575 569 563 

(1)電気使用量の削減 kWh/億円 

本社 1,137 1,092 1,081 1,070 

建設現場 1,137 1,092 1,081 1,070 

(2)ガソリン使用量の削減 L/億円 本社 430 413 409 405 

2 廃棄物最終処分量の削減 t/億円 建設現場 20.27 19.45 19.26 19.07 

3 水使用量の削減 m3/億円 本社 8.47 8.14 8.06 7.98 

4 化学物質の適正管理 - 建設現場 SDS に基づき適正管理に努める 

5 グリーン調達の推進 
品目数 

(資機材) 
建設現場 10 10 10 10 

備考）・購入電力の二酸化炭素排出量は、九州電力(株)の 2015 年度調整後排出係数（0.528 ㎏-CO2/kWh）を

用いて算出しました。 

・（ ）は、基準年に対する削減率です。 

・1〜3 の環境経営目標は、売上金額 1 億円当たりの原単位です。 
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5．環境経営目標の実績 

 

・エコアクション２１を運用した 2022 年度（2022 年 4 月～2023 年 3 月）に

おける環境経営目標に対する実績は次のとおりです。 

・設定した環境経営目標 5 項目９目標達成しております。 

・なお、二酸化炭素排出量の総量は、2022 年度が 80,050 ㎏-CO2 で、前年度

（2021 年度=80,685 ㎏-CO2 ）比で、約 0.８％の減少となりました。 

 

環境経営目標 単位 
サイト 

区分 

基準年 
2022 年度 

（2022 年 4 月〜2023 年 3 月） 目標 

達成率 

達成

状況

判定 
2016 年度 

実績値 
目標 実績 

１ 二酸化炭素排出量の削減 
㎏-CO2/

億円 

全社 2,192 2,064 1,062 194% ◎ 

本社 1,593 1,501 657 229% ◎ 

建設 

現場 
599 563 405 139% ◎ 

 

(1)電気使用量の削減 kWh/億円 

本社 1,137 1,070 506 211% ◎ 

建設 

現場 
1,137 1,070 767 139% ◎ 

(2)ガソリン使用量の削減 L/億円 本社 430 405 168 241% ◎ 

2 廃棄物最終処分量の削減 t/億円 
建設 

現場 
20.27 19.07 38 50% ×  

3 水使用量の削減 m3/億円 本社 8.47 7.98 6.1 132% ◎ 

4 化学物質の適正管理 ― 
建設 

現場 
― 

SDS に基づ

き適正管理

に努める 

SDS に基

づき適正管

理に努めた 

― ○ 

5 グリーン調達の推進 
現場数 

(資機材) 

建設 

現場 
10 10 17 170% ◎ 

備考）・達成状況評価区分 ◎：120%≦目標達成率、◯：100%≦目標達成率＜120%、△：80%≦目標達成率＜100%、 

×：目標達成率＜80% 、――：判定不可 

・目標達達成率の計算  削減目標の場合：目標÷実績×100 増加目標の場合：実績÷目標×100 
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６．環境経営計画 

  

環境経営目標 取組目標 
サイト

区分 
具体的取組 

１ 二酸化炭素排出量の 

削減 

(1)電力使用量の削減 

本社 

 

建設 

現場 

・エアコンの室温設定温度 (夏

28℃、冬 20℃)を実行する 

・クールビズ・ウォームビズの実施 

・昼食時・不使用時消灯 

・長時間離席時・帰宅時パソコン

電源 off 

(2)ガソリン使用量の削減 本社 

・エコドライブ 10 のすすめによ

る運転方法の励行 

・定期点検の着実な実施 

・公共交通利用による社有車の使

用削減 

・社有車を低燃費・低公害車へ切

り替える 

２ 廃棄物最終処分量の 

削減 

(1) 一般廃棄物最終処分量の

削減 
本社 

・排出物の分別 

・ペーパレス化の推進等による紙

資源の節減（両面コピー・裏紙

の推奨） 

・回収 BOX の古紙回収 

(2) 廃棄物最終処分量の削減 
建設 

現場 

・分別リサイクルの推進 

・マニフェスト管理の徹底 

３ 水使用量の削減 (1) 節水活動 本社 ・節水の啓発 

４ 環境に配慮した施工の

推進（自社独自の取組） 
(1) 環境配慮施工の実施 

建設 

現場 

・化学物質の適正管理（SDS の

取り寄せ、備え置き） 

・周辺環境に配慮した施工の実施 

５ グリーン調達の推進 (1) 資機材のグリーン調達 
建設

現場 

・環境に配慮した資機材の調達に 

努める 

６ 地域貢献活動の推進 

（自社独自の取組） 

(1) 地域での環境保全に貢献

する 
全社 ・職場周辺の地域清掃活動 
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７．環境経営計画の取組結果とその評価 

 

・2022 年度の環境経営計画の具体的取組の実施状況は以下のとおりであり、全取組

が適切に実施できました。 

 

１．二酸化炭素排出量の削減 

取組目標 
サイト

区分 

目標

達成

状況 

具体的取組 

取組

実施

状況 

評価（今後の取組方

向も含む） 

(1)電力使用量の削減 

 

本社 ◎ ・エアコンの室温設定温度(夏

28℃、冬 20℃)を実行する 

・クールビズ・ウォームビズの実施 

・昼食時・不使用時消灯 

・長時間離席時・帰宅時パソコン

電源 off 

○ 
＜現状＞ 

・節電の取組は、本社事務

所、建設現場ともに適切

に実施され、環境経営目

標も高いレベルで達成し

ています。 

・エコドライブ等ガソリン

使用量の削減取組も実施

されており、同様に目標

を達成し、結果として二

酸化炭素排出量の目標を

達成出来ました。 

・社有車も順調にハイブリ

ッドへの切替を行ってい

ます。 

＜今後＞ 

・引き続き取組を継続し

ます。 

◎ 

建設 

現場 
◎ 

○ 

○ 

(2)ガソリン使用量の削減 

 
本社 ◎ 

・エコドライブ 10 のすすめによ

る運転方法の励行 

・定期点検の着実な実施 

・公共交通利用による社有車の

使用削減 

・社有車を低燃費・低公害車へ切

り替える 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

 
備考）・目標達成状況判定区分 ◎：120%≦目標達成率、◯：100%≦目標達成率＜120%、 

△：80%≦目標達成率＜100% 、×：目標達成率＜80% 、――：判定不可 
・取組実施状況判定区分 ◎：よく実施できている（定着）、〇：実施できている、△：概ね実施できている、 

×：実施できていない、 ―：判定不可 
 

【エアコン室温設定温度 夏 28℃・冬 20℃】   【窓ガラスに遮熱フィルム貼付】   
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 【ハイブリッド車・低燃費車への転換】   【環境経営方針・エコドライブ 10のすすめ】 

 

 

２．廃棄物最終処分量の削減 

取組目標 
サイト

区分 

目標

達成

状況 

具体的取組 

取組

実施

状況 

評価（今後の取組方向も含

む） 

(1) 一般廃棄物排出量の

削減 
本社 ― 

・排出物の分別 

・ペーパレス化の推進等

による紙資源の節減（両

面コピー・裏紙の推奨） 

・回収 BOX の古紙回収 

○ 

＜現状＞ 

・予定通り実施しました。数

値目標に関しては次年度よ

り設定のため達成状況は判

定不可にしてます。 

＜今後＞ 

・引き続き取組を継続しま

す。 

(2) 廃棄物最終処分量の

削減 

 

建設 

現場 

 
 
× 

 

・分別リサイクルの推進 

・マニフェスト管理の徹底 

 

 

○ 

＜現状＞ 

・解体工事受注が増えたこと

によりコンクリがら等が増

加し未達成 

＜今後＞ 

・引き続き取組を継続しま

す。 

【本社の分別回収ボックスの設置】        【コピー削減啓発ポスター】 

 
【現場での産業廃棄物の分別】       【防音シート（騒音・粉塵対策）】 
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３．水使用量の削減 

取組目標 
サイト

区分 

目標

達成

状況 

具体的取組 

取組

実施

状況 

評価（今後の取組方向も

含む） 

(1) 節水活動 本社 ◎ ・節水の啓発 ○ 

＜現状＞ 

・節水への意識は定着し、

目標を達成できました。 

＜今後＞ 

・引き続き取組を継続し

ます。 

 

 

４．環境に配慮した施工の推進（自社独自の取組） 

取組目標 
サイト

区分 

目標

達成

状況 

具体的取組 

取組

実施

状況 

評価（今後の取組方向も

含む） 

(1) 環境配慮施工の実施 
建設 

現場 
○ 

・化学物質の適正管理

（SDS の取り寄せ、備え

置き） 

・周辺環境に配慮した施工の

実施 

◎ 

＜現状＞ 

・各現場で取組は適切に

実施されています。 

＜今後＞ 

・引き続き取組を継続し

ます。 

 

【SDS の掲示】 

 

 
 

５．グリーン調達の推進 

取組目標 
サイト

区分 

目標達

成状況 
具体的取組 

取組

実施

状況 

評価（今後の取組方向も含

む） 

(1) 資機材のグリーン

調達 

建設 

現場 
◎ 

・環境に配慮した資機材の

調達に努める 
○ 

＜現状＞ 

・各現場での取組は適切に実

施されています。 

＜今後＞ 

・引き続き取組を継続します。 
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６．地域貢献活動の推進（自社独自の取組） 

取組目標 
サイト

区分 

目標達

成状況 
具体的取組 

取組

実施

状況 

評価（今後の取組方向も含

む） 

(1) 地域での環境保全

に貢献する 
全社 ― ・職場周辺の地域清掃活動 ○ 

＜現状＞ 

・予定通り実施できました。 

＜今後＞ 

・社会貢献につながるよう引

き続き取組を継続します。 

 

【現場周辺の清掃活動・通学見守り活動など】 

 

 

【その他】 新設小学校 （福岡市材使用）      【福岡市社会貢献優良企業 

（Well-being 及び SDGs推進事業）認定】 

     

 

【安全衛生大会】          【エコアクション継続 感謝状】 
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８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

 

期間 ： 2023 年 4 月１日 ～ 2024 年 3 月 31 日 

 

・基本的な取り組みは変えず引続き継続していきます。  

環境経営目標 取組目標 
サイト

区分 

 

取組計画 

１ 
二酸化炭素排出量の 

削減 

(1)電力使用量の削減 

本社 

 

建設 

現場 

・エアコンの室温設定温度 (夏

28℃、冬 20℃)を実行する 

・クールビズ・ウォームビズの実施 

・昼食時・不使用時消灯 

・長時間離席時・帰宅時パソコン電

源 off 

(2)ガソリン使用量の削減 本社 

・エコドライブ 10 のすすめによ

る運転方法の励行 

・定期点検の着実な実施 

・公共交通利用による社有車の使

用削減 

・社有車を低燃費・低公害車へ切り

替える 

２ 
廃棄物最終処分量の 

削減 

(1)一般廃棄物排出量の削減 本社 

・排出物の分別 

・ペーパレス化の推進等による紙

資源の節減（両面コピー・裏紙の

推奨 

・回収 BOX の古紙回収 

(2)廃棄物最終処分量の削減 
建設 

現場 

・分別リサイクルの推進 

・マニフェスト管理の徹底 

３ 水使用量の削減 (1)節水活動 本社 ・節水の啓発 

４ 
環境に配慮した施工の

推進（自社独自の取組） 
(1)環境配慮施工の実施 

建設 

現場 

・化学物質の適正管理（SDS の

取り寄せ、備え置き） 

・周辺環境に配慮した施工の実施 

５ グリーン調達の推進 (1)資機材のグリーン調達 
建設 

現場 

・環境に配慮した省エネ型（低振

動・低騒音）重機を使用する。 

６ 
地域貢献活動の推進 

（自社独自の取組） 
(1)地域での環境保全に貢献する 全社 

 

・職場周辺の地域清掃活動 
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次年度以降の環境経営中期目標 

 

 

環境経営目標 単位 
サイト 

区分 

基準年 中期目標 

2022 年度

実績値 

2023 年度 

（0.2％削減） 

2024 年度 

(0.4％削減) 

2025 年度 

(0.6％削減） 

1 

二酸化炭素排出量の削減 

㎏-

CO2/億

円 

全社 889 887 885 884 

本社 588 587 586 584 

建設現場 301 300 300 299 

(1)電気使用量の削減 
kWh/億

円 

本社 506 505 504 503 

建設現場 767 765 764 762 

(2)ガソリン使用量の削減 L/億円 本社 168 168 167 167 

2 

(1)一般廃棄物排出量の削減 ㎏/億円 建設現場 14.9 14.9 14.8 14.8 

(2)廃棄物最終処分量の削減 t/億円 本社 38 38 38 38 

3 水使用量の削減 
m3/億

円 
本社 6.1 6.1 6.1 6.1 

4 化学物質の適正管理 - 建設現場 SDS に基づき適正管理に努める 

5 グリーン調達の推進 
品目数 

(資機材) 
建設現場 10 10 10 10 

備考）・購入電力の二酸化炭素排出量は、九州電力(株)の 2021 年度調整後排出係数（0.392 ㎏-CO2/kWh）を

用いて算出しました。 

・（ ）は、基準年に対する削減率です。 

・1〜3 の環境経営目標は、売上金額 1 億円当たりの原単位です。 
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 

 

・2022 年度事業活動に対して、当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認し

た結果、違反はありませんでした。 

・また、関係機関等からの違反の指摘、利害関係者からの訴訟も過去 3 年間ありませ

んでした。 

備考） 遵守判定区分 ◯：遵守、×：不遵守、−：該当無し 

環境関連法規 要   求   事   項 遵守判定 

廃棄物処理法 

保管基準の遵守 ◯ 

管理票（マニフェスト）の交付・保管 ◯ 

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 ◯ 

産業収集運搬・処理業者の許可の確認、契約 ◯ 

多量排出事業者の義務 ◯ 

投棄・焼却禁止 ◯ 

建設リサイクル法 

建設業等を営む者の責務 ◯ 

分別解体等実施義務 ◯ 

対象建設工事の届出に係る事項の説明等 ◯ 

再資源化等実施義務 ◯ 

発注者への報告等 ◯ 

下請人に対する元請業者の指導 ◯ 

資源有効利用促進法 再資源利用計画の作成、記録及び保存 ◯ 

大気汚染防止法 
特定粉じん排出等作業実施の届出 

石綿含有建材事前調査の実施・報告 
◯ 

特定特殊自動車排出ガ
スの規制等に関する法

律 

基準適合車の使用 ◯ 

適正燃料の使用（軽油）、点検・整備の励行 ◯ 

石綿障害予防規則 
作業計画作成 

工事受注者への情報提供義務 
◯ 

建築基準法 
石綿含有その他の物質の飛散または発生に対する衛生上の措置 ◯ 

石綿含有及びクロルピリホス添加建材の使用禁止 

ホルムアルデヒドに関する規制 
◯ 

騒音規制法 
規制基準の遵守 ◯ 

特定建設作業の事前届出 ◯ 

振動規制法 
規制基準の遵守 ◯ 

特定建設作業の事前届出 ◯ 
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10．代表者による全体評価と見直しの結果 

 

（１）取組状況の全体評価 

・エコアクション 21 への取組を通して、社員一人ひとりの環境に対する高い意識

が定着しています。 

・環境経営方針に化学物質の適正管理を加えており、建設現場での継続した SDS

（安全データシート）の活用など更なる環境への安全、配慮に取り組んでいます。 

・一昨年度より会議等のペーパレス化を推進するため、プロジェクター等を使用し

ていますが、更なる業務効率化を進めるなど引続き意識改革に取り組んでいきま

す。 

・ガソリン使用量については、引続きエコドライブの実践、給油および走行データ

の記録を実施し、リース車を順次ハイブリッド車に切り替えるとともに、公共交

通機関の利用を勧めるなど、更なる削減に取り組んでいきます。 

・電気使用量については、本社・現場ともに、昼休み・通路部分の消灯、エアコン

の室温設定温度の徹底、クールビズの取り組み等が確実に実行されており、目標

達成できています。今後も各自意識して、無理なく省エネに取り組みつつ目標達

成に向けて取り組んでいきます。 

 

（２）見直しの結果 

・本年度は決められた取組が適切に実施され、環境経営目標の達成状況も良好との

結果となりました。取組が定着してきたものと評価します。 

・昨年より新ガイドラインによる本格的なシステム運用を開始し、環境経営方針及

び環境経営目標を見直しましたが、今後も環境経営計画等も適宜見直し、取組を

進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西鉄建設株式会社 

代表取締役 宮崎 裕二 


